
 

 

 

 

立憲民主党代表の伊勢神宮参拝に対して抗議する 

 

立憲民主党代表  

泉 健太様 

 

 私たち日本キリスト教協議会(ＮＣＣ)靖国神社問題委員会は、２０２１年１２月

２日付で、立憲民主党代表であるあなたに、年頭の伊勢神宮参拝をしないよう要請

した。 

しかしながら２０２２年１月４日、あなたは代表代行である逢坂誠二氏と共に、

党の代表として伊勢神宮を参拝し、伊勢市宇治中之切町の神宮会館で年頭記者会見

を行った。 

 先の要請文でも触れたように、伊勢神宮は、宗教法人神社本庁の「本宗」であ

り、皇祖神とされる「天照大神」を祀る宗教施設である。つまり、あなたと逢坂氏

らは「国及びその機関は、宗教教育その他いかなる宗教的活動もしてはならない」

と規定している憲法第２０条３項の「政教分離原則」に明確に違反した。 

ことに伊勢神宮は靖国神社とともに、かつて日本が犯した侵略戦争と植民地支配推

進の精神的支柱であった。そのような歴史を持つ伊勢神宮に公の党を代表する者らが

参拝することは、かつての侵略戦争と植民地支配を肯定し、軍国主義の復活を彷彿と

させ、再びアジア諸国に脅威の念を抱かせるばかりでなく、アジア諸国に対する謝罪

と悔い改めを表明している者らの善意をも踏みにじる行為である。 

野党第一党である貴党は、政権与党の憲法違反行為を批判し、憲法を遵守させるこ

とこそが、「立憲民主」党の名に相応しいことである。さらに、今年の参議院選挙の結

果如何によっては再び政権交代の機運も高まってくるであろう。次期政権を担う気概

があるのであれば、その党名に恥じることなく、憲法を遵守し、憲法の政教分離原則

に則った行動をなすべきである。 

以上の理由から、私たち、日本キリスト教協議会(ＮＣＣ)靖国神社問題委員会

は、党の代表としてあなたや逢坂氏が伊勢神宮に参拝したことを強く抗議する。ま

た、憲法尊重擁護義務を負う政党の公的活動が厳格に憲法に則って行われることを

求め、同神宮、及びその他の神社等への参拝を二度と行わないよう要請する。 
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